
ミルペラ高校 Milpera State High School 
訪問日：3 月 15 日（火） 

１．ミルペラ高校の概要 
 研究室主催のオーストラリア研修は、今回の訪問で

3 回目になる。そのため詳細については前回の報告に

ゆずる。今回は、副校長のゲリー先生が私達の訪問の

対応をしてくださり、学校説明や案内をして下さった。

話の中で最も印象に残ったことは、子ども達の育った

文化の違いに関することだ。ここの学校には、ユーゴ

スラビア、ボスニア、アフガニスタン、また、アフリ

カの地域から戦争や政治的な圧力などから逃れてきた

子ども達も少なくない。この学校には、ボランティアで働いている方が多くいるが、無償

で労働するというボランティアの概念がその子ども達にとっては理解できず、「あの人たち

は奴隷？」と発言した生徒がいたという。無償で働く＝奴隷という見方をしてしまうのも

その子ども達の育った文化的背景による。こうした背景を乗り越えて、オーストラリアで

たくましく生きていこうとする子ども達を献身的に支援している学校なのである。 
 
２．授業見学（グループ指導） 

 ここでは、初級のESL授業が行われていた。 
訪問当日の課題は、一人ひとりの子ども達が自

己紹介文を紙に書いて完成させる授業であっ

た。見本となるモデル文が全員に配られ、子ど

も達はそれを見ながら自己紹介文を作ってい

った。「My name is ～.」「I was born ～.」な

どと熱心に書いていた。しかし、その後の文章

に、自分の年齢や生まれた日などを書くモデル

文が含まれていたため、多くの子どもがそこで

とまっていた。筆者は、構文が難しいから進まないのかと思い、簡単に説明すると、実は

つまずいていた理由はそうではなく、生まれた日や、自分の年齢も正確に知らない生徒が

結構いたということに気づいた。「誕生日はみんな知っているもの」と考えてしまった筆者

の固定観念に気づきあらためて考えさせられた。 
 
３．授業見学（個別指導） 
 グループの授業と並行して、一対一の個別指導

も行われている。ここに来る学生は、グループ授

業の途中に時間で区切って取り出し指導を受けて

いる。筆者が見学させていただいた小さめの教室

では、2 人の生徒が作文指導を受けていた。 



 ここでの作文指導は、ジャンルアプローチという

方法をとっていて、段階をおったきめの細かい支援

がされている。まず、初級の段階では、「Recount」
という方法で文章を書く。昨日の出来事や先週の出

来事などを思い出して書く作文の授業である。ここ

で作られた作文は、パソコンで入力し、その出来事

にふさわしいカットなどを入れ、プリントアウトす

る。そうすると、一枚の素敵な教室掲示になり、他 
教室掲示（作文指導のコンセプト） の生徒も読んでくれるため、学習者のモチベーショ

ンも保たれる。 
 次に、「Information Report」の学習に進む。 
ここでは、様々な題材から説明文を書く力を身

につける。そして最後の 3 番目の最終段階として、

お話し作りの「Narrative」に進む。いくつかの絵

を組み合わせてお話しを作る活動などが含まれる。 
 この学校の作文指導は、システム化されていて、

誰でもこの教え方が身につけられるように、指導

方法がマニュアル化されていることも特色のひと

つである。                    生徒がパソコンで作った作文 
                                               
４．図書館での読書指導 

ここの学校の読書指導もきめの細かい支援方法が組まれて

いる。まず、ＥＳＬ学習の必要な生徒のみならず、ここで学習

するすべての生徒が利用する図書館では、図書館の本、一冊一

冊にシールが貼ってあり、その本の言語面での難易度が示され

ている。筆者が訪問したときは、６レベルの段階が設けられて

いた。生徒は、このレベルを自分で見ながら本を選んだり、と

きには教師からアドバイスなどをもらったりしている。 
 ＥＳＬ学習者には、さらに一人ひとりのファイルを設け、そ

こに個人用の読書カルテを入れている。その生徒の言語レベル

がひと目で分かり、過去にその生徒がどんな本を読んできたの

かも把握できるようになっている。  
５．報告者の感想 
 今回の訪問で最も印象に残ったことは、教師や職員みんなで一人ひとりの生徒をきめ細

かく見ていこうとしている学校体制である。意識が高く、力のある教師に頼るばかりでは

なく、長年積み重ねて体得してきた教師の知恵をシステム化することにより学校全体で共

有し、子ども達を支援していこうとする姿勢に学ぶことが多かった。 
報告者：籔本容子 
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